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コーヒー賛歌
―香りを聞き、音を味わう
日　　時：3 月16 日（日）13:30 〜17:00
会　　場：UCC グループ神戸本社 ９階ラウンジ
協　　賛：UCC ジャパン株式会社
参 加 費：維持会員・正会員11,000 円、左記以外の方 13,000 円
募集人数：30 名（先着順、最少催行人数 18 名）
申込締切：2 月 21日（金）

●維持会員・正会員の方は1月7日（火）、それ以外の方は1月14日（火）より受付開始。
●正会員の方は同伴者1名まで会員価格で参加できます。

【募集】第８8回体験セミナー

今
回
は
U
C
C
グ
ル
ー
プ
神
戸
本
社
を
舞
台
に
、
コ
ー
ヒ
ー

を
通
じ
て
そ
の
豊
か
な
文
化
、
歴
史
、
そ
し
て
芸
術
に
触
れ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
知
識
と
感
覚
を
融
合
さ
せ
た

特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
日
々
の
一
杯
が
よ
り
豊
か
に
、
そ

し
て
特
別
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
ず
初
め
に
、
六
種
類
の
飲
み
比
べ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
形
づ
く
る
要
素
に
つ
い
て
学

び
、
見
識
を
深
め
ま
す
。
栽
培
種
、
生
産
国
、
精
製
方
法
、
焙

煎
度
合
な
ど
、
豆
本
来
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
、
色
、
香
り
、

質
感
、
温
度
帯
に
よ
る
感
じ
方
の
変
化
な
ど
、
五
感
を
と
お
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
通
じ
て
、
自
分
の
好
み
を
見
つ
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

つ
ぎ
は
、
西
尾
哲
夫
先
生
の
特
別
講
演
で
す
。
ア
ラ
ビ
ア
ン

ナ
イ
ト
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ガ
ラ
ン
が

著
し
た
『
コ
ー
ヒ
ー
の
起
源
と
普
及
に
つ
い
て
』
か
ら
、
コ
ー

ヒ
ー
の
起
源
伝
説
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
ア
ラ
ブ
コ
ー
ヒ
ー
と
ト
ル
コ
コ
ー

ヒ
ー
を
試
飲
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
後
は
、
岡
本
尚
子
先
生
と
岡
本
祥
子
さ
ん
に
よ
る
音
楽
会

で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
場
で
あ
る
カ
フ
ェ
は
、
芸
術
家
や

文
化
人
た
ち
が
集
ま
る
場
で
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
リ
の
カ
フ
ェ
文
化

や
、
稀
代
の
コ
ー
ヒ
ー
好
き
と
し
て
知
ら
れ
る
文
豪
バ
ル
ザ
ッ
ク

な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
と
も
に
、
そ
の
周

辺
の
音
楽
家
た
ち
の

楽
曲
を
生
演
奏
で
味

わ
い
ま
す
。
本
セ
ミ

ナ
ー
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
の

原
産
国
と
さ
れ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
の
希
少
品
種
、「
ゲ
イ
シ
ャ
」
を

ご
提
供
い
た
し
ま
す
。
世
界
中
の
愛
好
家
を
魅
了
す
る
繊
細
で

複
雑
な
味
わ
い
と
、
華
や
か
な
香
り
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

アーカイブス動画公開しました！

協働・共創の万博をめざして
日本万国博覧会記念公園シンポジウム 2024

大阪・関西万博まで、毎年開催している日本万国博覧会記念公園シンポジウム。昨年 10 月26日（土）
に国立民族学博物館インテリジェントホール（講堂）にて実施したシンポジウム「協働・共創の万博
をめざして」のアーカイブス動画を公開しました。大阪・関西万博開催を半年前に控え、万博にか
かわる方がたからご報告いただき、万博開催の意義について活発な議論が交わされました。ぜひご覧
ください！

動画公開ページ https://www.senri-f.or.jp/expo_symposium2024/

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

◆
水
川
佐
保
（
U
C
C
コ
ー

ヒ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
専
任
講
師
）

U
C
C
コ
ー
ヒ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
や
楽
し
み
方
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
コ
ー
ヒ
ー
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

◆
西
尾
哲
夫
（
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
）

専
門
は
言
語
学
、
ア
ラ
ブ
研
究
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
。
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の

言
語
人
類
学
的
研
究
や
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
比
較
文
明
的
研
究
を
行
う
。

◆
岡
本
尚
子
（
国
立
民
族
学
博
物
館
特
任
助
教
）

専
門
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
中
東
地
域
文
学
。『
千
一
夜
物
語
』
仏
語
訳
者
J

＝
C.
マ
ル
ド
リ
ュ
ス
遺
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

◆
岡
本
祥
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

東
京
藝
術
大
学
、
エ
コ
ー
ル
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
な
ど
で
ピ
ア
ノ
を
学
ぶ
。
モ

ロ
ッ
コ
で
開
催
さ
れ
た
青
年
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
二
位
、
並
び
に
現
代

音
楽
賞
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
な
ど
、
受
賞
歴
多
数
。
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
幅
広
い
演
奏
活
動
を
行
う
。

パリで最も古いカフェ「ル・
プロコップ」

UCC ジャパン株式会社
神戸市中央区港島中町 7-7-7

※ポートライナー「南公園駅」より
徒歩 3 分。会場は隣接する建物です。
※神戸空港へは同駅からポートライナーで16 分です。
https://www.ucc.co.jp/academy/access/

会場

友の会事務局までお申し込みください。
申込締切日（2/21）以降に参加事項と払
込用紙を郵送します。

申込方法

実施内容
①コーヒー飲み比べワークショップ

「あなた好みのコーヒー
—基礎から学ぶ味わい体験」

講師：水川 佐保（UCCコーヒーアカデミー専任講師）

・コーヒーの味わいに影響を与える要素について
・試飲（6 種）
・種類当てクイズ
・味の解説

②ご講演「コーヒーの起源伝説の謎を追って」
講師：西尾 哲夫（国立民族学博物館名誉教授）

アラブコーヒー＆トルココーヒー（試飲）

③演奏会「コーヒーにまつわるパリの音楽風景」
解説：岡本 尚子（国立民族学博物館特任助教）
演奏：岡本 祥子（ピアニスト）

曲目：F. ショパン：舟歌
F. ショパン：革命のエチュード
F.リスト：ペトラルカのソネット第 104 番
F.リスト：ゴンドラを漕ぐ女
C.ドビュッシー：映像 第 1 集「水の反映」

　「ラモーを讃えて」「運動」

エチオピアゲイシャコーヒー＆ケーキ付

受付フォーム

お土産付き！
コーヒーの木　

観葉植物としてお部屋
のインテリアにも



4MINPAKU ASSOCIATES NEWSLETTER / No.290   2025. 1 ▶ 2

提携施設のご紹介・・・・・みんぱく友の会の会員証をご提示いただくと、観覧料が割引に！

下記の文化施設・万博記念公園内施設でみんぱく友の会の会員証をご提示いただくと、観覧料等が割引になります。
会員証を持って、みんぱくも、各地の文化施設も、お得にお楽しみください。
休館日等の情報は、みんぱく友の会のホームページにある各施設リンクよりご確認いただけます。

https://www.senri-f.or.jp/minpaku_
associates/about/join/service/

提携施設に関する情報はこちら

自然文化園・日本庭園    団体割引料金にて入園。
大阪日本民芸館     観覧料が団体割引料金。
ノースガーデン     ランチセットをご注文の方にドリンク（種類指定あり）をご提供。
EXPO’70パビリオン    観覧料が団体割引料金。

万博記念公園内の施設

提携施設
国立歴史民俗博物館（千葉県）   企画展、常設展、付帯施設「くらしの植物苑」が団体割引料金。
奈良国立博物館（奈良県）     名品展（常設）100円引き、特別展が団体割引料金。
京都国立博物館（京都府）    名品ギャラリー（常設）、特別展が団体割引料金。
京都国立近代美術館（京都府）   コレクション展（常設）、企画展が団体割引料金。
国立国際美術館（大阪府）    コレクション展、特別展が団体割引料金。
国立科学博物館 上野本館（東京都）   常設展が団体割引料金。
島根県立古代出雲歴史博物館（島根県）  常設展が団体割引料金、企画展が1割引。
      ※2025年4月〜2026年9月（予定）の間、長期臨時休館となります。
松本まるごと博物館（松本市立博物館など）（長野県） 常設展が団体割引料金。
徳島県立博物館・徳島県立鳥居龍蔵記念博物館・徳島県立近代美術館（徳島県） 観覧料が団体割引料金。
MIHO MUSEUM（滋賀県）   観覧料が団体割引料金。
サントリー美術館（東京都）   観覧料が団体割引料金。
竹中大工道具館（兵庫県）    観覧料が団体割引料金。

上記施設以外が主催の場合など、割引対象外になる場合があります。
ご利用の際は各施設のホームページをご確認ください。

月の出を拝む日月祭。月が出る方角に三階の棚を
設ける。写真は三十三度の礼拝神楽の様子。

太夫や僧侶たちの互いに異なることば
や所作の不協和音のようなハーモニー
に、現場ならではの陶酔を覚えると共
に、太夫がお弟子にその場で教えなが
ら祭りが進行する様子が良い意味で
生々しく、この先に繋がっていく期待
をもちました。
これまでも時代と共に変容してきたわ
けですし、山川とのお付き合いという
根っこは保ちつつ、今後も柔軟に「い
ざなぎ流」が続いていけばと願います。

（大坪潤子さん）

い
ざ
な
ぎ
流
は
、
高
知
県
の
北
東
部
、
香
美
市

物
部
町
に
伝
わ
る
民
間
信
仰
で
す
。
山
深
い
こ
の

地
で
は
、
人
び
と
は
「
見
え
な
い
存
在
」
を
畏
れ

な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
物
部

に
伝
わ
る
神
が
み
を
ま
つ
る
方
法
を
「
い
ざ
な
ぎ

流
」
と
よ
び
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
い

ざ
な
ぎ
流
の
祭
礼
「
日
月
祭
」
の
開
催
に
あ
わ
せ

て
現
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

物
部
で
は
急
速
な
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

祭
り
の
会
場
と
な
っ
た
祈
祷
殿
に
は
、
個
人
宅
の

家
の
神
が
「
永
代
供
養
」
の
よ
う
な
か
た
ち
で
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
宗
教
者
（
太
夫
）
の

知
識
が
若
い
弟
子
に
継
承
さ
れ
て
い
く
様
子
も
見

ら
れ
、印
象
に
の
こ
り
ま
し
た
。
今
回
の
祭
り
で
は
、

主
催
す
る
太
夫
の
知
人
の
僧
侶
が
何
人
も
参
加
・

協
力
し
て
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
い
ざ
な
ぎ
流
は
、

陰
陽
道
や
修
験
道
、
密
教
や
神
道
の
要
素
が
入
り

混
じ
っ
て
で
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
祭
は
な

く
、
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
祈
祷
や
祭
儀
が
営
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
祭
り
の
様
子
に
、
人
び
と
の
願

い
や
社
会
の
状
況
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
向
き
合
っ

て
き
た
信
仰
の
有
様
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
す
。

翌
日
は
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
方
法
で
家
の
神
の
祭

り
を
続
け
て
き
た
方
、
い
ざ
な
ぎ
流
を
文
化
資
源

と
し
て
捉
え
、
地
域
振
興
に
携
わ
っ
て
き
た
方
を

訪
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
を
主
催
し
た
太
夫
を

囲
ん
で
話
を
聞
き
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
特
徴
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
御
幣
切
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
信
仰

が
育
ま
れ
た
物
部
の
立
地
や
風
土
を
肌
で
感
じ
る

と
と
も
に
、
宗
教
者
・
住
民
・
研
究
者
ら
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
「
い
ざ
な
ぎ
流
の
い
ま
」
を

知
る
こ
と
の
で
き
た
二
日
間
で
し
た
。（
文・事
務
局
）

神
や
精
霊
の
声
を
聴
く

―
土
佐
物
部
の
民
間
信
仰
、い
ざ
な
ぎ
流
を
訪
ね
る

同
行
講
師    

梅
野 

光
興（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

実
施
日  

2
0
2
４
年
10
月
17
日（
木
）〜
10
月
18
日（
金
）

第
86
回
体
験
セ
ミ
ナ
ー 

実
施
報
告

ふきだしは参加者の感想です。

友の会の企画がよい。ふつうではふ
れることのできない、日本の深層文
化をしることができるため。　　　

（佐藤芳郎さん）
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